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Cisco Unity Connection SRSV の電話シス
テム連動の管理

（注） 電話システム、ポート グループ、ポート、およびサーバを追加または削除することによって、電話シ

ステムの連動を管理できます。また、既存の電話システム、ポート グループ、ポート、電話、および

サーバの設定を変更することもできます。

次の項を参照してください。

• 「Cisco Unity Connection SRSV の電話システムの管理」（P.16-1）

• 「Cisco Unity Connection SRSV のポート グループの管理」（P.16-3）

• 「Cisco Unity Connection SRSV のポートの管理」（P.16-12）

• 「Cisco Unity Connection SRSV のセキュリティ（Cisco Unified Communications Manager の連動

のみ）」（P.16-16）

Cisco Unity Connection SRSV の電話システムの管理
Cisco Unity Connection SRSV の管理の電話システムのページには、Cisco Unity Connection SRSV と
連動する電話システムが示されています。Connection SRSV の管理において、1 つの電話システムは 1 
つ以上のポート グループを保持しており、ポート グループはボイス メッセージ ポートを保持していま

す。電話システムを管理して、システムのニーズの変化に対応することができます。

次の項を参照してください。

• 「新しい電話システム連動の追加」（P.16-1）

• 「電話システム連動の削除」（P.16-2）

• 「電話システムの設定変更」（P.16-2）

• 「コール ループ検出設定の変更」（P.16-3）

新しい電話システム連動の追加

複数の電話システムを Connection SRSV と連動することができます。サポートされている組み合わせ

については、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guides_list.ht
m にある「Multiple Integration Guide for Cisco Unity Connection」を参照してください。
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Cisco Unity Connection SRSV の電話システムの管理
新しい電話システム連動を追加する方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開してか

ら、[電話システム（Phone System）] を選択します。

ステップ 2 [電話システムの検索（Search Phone Systems）] ページの [電話システムの検索結果（Phone System 
Search Results）] で、[新規追加（Add New）] を選択します。[電話システムの新規作成（New Phone 
System）] ページが表示されます。

ステップ 3 [電話システムの新規作成（New Phone System）] ページの [電話システムの名前（Phone System 
Name）] フィールドに、電話システムのわかりやすい名前を入力し、[保存（Save）] を選択します。

ステップ 4 [電話システムの基本設定（Phone System Basics）] ページで該当する設定を入力し、[保存（Save）] 
を選択します。

電話システム連動の削除

Connection SRSV で電話システムを使用しなくなった場合は、その電話システムを削除できます。電

話システムを削除する前に、削除する電話システムに関連付けられている次のオブジェクトをすべて削

除するか、再割り当てする必要があります。

• すべてのユーザ（MWI デバイスおよび通知デバイスを含む）

• すべてのユーザ テンプレート

• すべてのシステム コール ハンドラ

• すべてのコール ハンドラ テンプレート

（注） 電話システムに関連付けられているすべてのユーザのリストは、[電話システムの関連付け（Phone 
System Associations）] ページで参照できます。手順については、「コール ループ検出設定の変更」

（P.16-3）を参照してください。

電話システムの連動を削除する方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開してか

ら、[電話システム（Phone System）] を選択します。

ステップ 2 [電話システムの検索（Search Phone Systems）] ページの [電話システムの検索結果（Phone System 
Search Results）] で、削除する電話システムの名前の横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。

ステップ 4 電話システムを削除するかどうか確認するメッセージが表示されたら [OK] を選択します。

電話システムの設定変更

電話システムを Connection SRSV と連動させた後で、電話システムの設定を変更することができます。

電話システムの設定では、Connection SRSV と連動する電話システムを特定し、それらの電話システ

ムの機能を調整します （連動の設定は、電話システムに属しているポート グループに保持されます）。
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Cisco Unity Connection SRSV のポート グループの管理
電話システムの設定を変更する方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開してか

ら、[電話システム（Phone System）] を選択します。

ステップ 2 [電話システムの検索（Search Phone Systems）] ページで、設定を変更する電話システムの表示名を選

択します。

ステップ 3 [電話システムの基本設定（Phone System Basics）] ページで必要に応じて設定を変更し、[保存

（Save）] を選択します。

コール ループ検出設定の変更

ユーザにメッセージが到着したことを通知するなどの目的で、Cisco Unity Connection SRSV が転送し

たコールが、もう一度 Connection SRSV に戻されることがあります。コール ループの検出を有効にす

ると、コール ループが発生したときに Connection SRSV によって検出され、そのコールが拒否されま

す。

コール ループ検出の設定を変更して、確認の対象となるコール タイプを有効または無効にする、

Connection SRSV が使用する fourth-column DTMF トーンを設定する、およびガード時間を設定する、

といったことができます。

Connection SRSV が転送するコールへの影響が不明な場合は、コール ループ検出の設定は変更しない

でください。

コール ループ検出の設定を変更する方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開してか

ら、[電話システム（Phone System）] を選択します。

ステップ 2 [電話システムの検索（Search Phone Systems）] ページで、電話システムの表示名を選択します。

ステップ 3 [電話システムの基本設定（Phone System Basics）] ページの [DTMF を使用したコール ループの検出

（Call Loop Detection by Using DTMF）] で、必要に応じて設定を入力して [保存（Save）] を選択しま

す。

Cisco Unity Connection SRSV のポート グループの管理
ポート グループは、連動のほとんどの設定、および Connection SRSV の一部またはすべてのボイス 
メッセージング ポートを保持しています。

Connection SRSV ポート グループには、さまざまなポートのセットに適用できるよう、連動の設定に

対して柔軟性を実現しています。

次の項を参照してください。

• 「ポート グループの追加」（P.16-4）

• 「ポート グループの削除」（P.16-4）

• 「ポート グループの設定の変更」（P.16-5）

• 「Cisco Unity Connection SRSV がコールに使用するオーディオ形式の変更」（P.16-5）
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Cisco Unity Connection SRSV のポート グループの管理
• 「セカンダリ Cisco Unified Communications Manager サーバの追加」（P.16-6）

• 「Cisco Unified Communications Manager サーバの削除」（P.16-7）

• 「Cisco Unified Communications Manager サーバ設定の変更」（P.16-7）

• 「TFTP サーバの追加」（P.16-8）

• 「TFTP サーバの削除」（P.16-8）

• 「TFTP サーバの設定変更」（P.16-9）

• 「SIP サーバの追加」（P.16-9）

• 「SIP サーバの削除」（P.16-10）

• 「SIP サーバの設定変更」（P.16-10）

• 「ポート グループの詳細設定の変更」（P.16-11）

• 「ポート グループの詳細設定の変更」（P.16-11）

• 「正規化の有効化または無効化」（P.16-11）

ポート グループの追加

複数のポートグループを追加して、それぞれに固有の連動設定と専用のボイス メッセージング ポート

を定義できます。

Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） のみ：ポート グループを追加する

には、Cisco Unified CM の管理の中に、ポート グループに属していない、既存のメッセージング ポー

トが存在している必要があります。

ポート グループの追加方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。

ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページの [ポート グループの検索結果（Port Group 
Search Results）] で、[新規追加（Add New）] を選択します。

ステップ 3 [ポート グループの新規作成（New Port Group）] ページで適切な設定を入力して、[保存（Save）] を
選択します。

ポート グループの削除

ポートグループを削除すると、そのポートグループに属しているすべてのボイス メッセージング ポー

トも削除されますが、ポート グループが属している電話システムは削除されません。

ポート グループの削除方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。

ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページの [ポート グループの検索結果（Port Group 
Search Results）] で、削除するポート グループの横にあるチェックボックスをオンにします。
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Cisco Unity Connection SRSV のポート グループの管理
ステップ 3 [選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。

ステップ 4 ポート グループを削除するかどうか確認するメッセージが表示されたら、[OK] を選択します。

ポート グループの設定の変更

ポート グループを追加した後で、ポート グループの設定を変更することができます。設定の変更は、

ポート グループに属しているボイス メッセージング ポートだけに影響を与えます。

ポート グループの設定を変更する方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。

ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページで、設定を変更するポート グループの表示名

を選択します。

ステップ 3 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページで必要に応じて変更し、[保存（Save）] を
選択します。

Cisco Unity Connection SRSV がコールに使用するオーディオ形式の変
更

コールに対して、Cisco Unity Connection SRSV は電話システムのメディア ストリームに適したオー

ディオ形式（コーデック）をアドバタイズします。オーディオ形式を設定するときは、次の点に注意し

てください。

• Connection SRSV では、次に示す理由から、電話システムで使用しているオーディオ形式と同じ

ものをメディア ストリームで使用する必要があります。

– メディア ストリームを、あるオーディオ形式から別の形式に変換する必要性を減らす。

– Connection SRSV サーバおよび電話システムのパフォーマンスに与える影響を最小限にする。

– コールの音質を維持する。

• Connection SRSV が、電話システムで使用されているものとは異なるオーディオ形式をアドバタ

イズした場合、電話システムでメディア ストリームの変換が行われます。

Cisco Unity Connection がコールに使用するオーディオ形式を変更する方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。

ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページで、メディア ストリームのオーディオ形式を

変更する電話システムの連動に属している、最初のポート グループを選択します。

ステップ 3 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページの [編集（Edit）] メニューで、[コーデック

のアドバタイズ（Codec Advertising）] を選択します。
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Cisco Unity Connection SRSV のポート グループの管理
ステップ 4 [コーデックのアドバタイズの編集（Edit Codec Advertising）] ページで、上向き矢印および下向き矢

印を選択してコーデックの順序を変更するか、[アドバタイズされているコーデック（Advertised 
Codecs）] ボックスと [アドバタイズされていないコーデック（Unadvertised Codecs）] ボックスの間

でコーデックを移動します。

[ アドバタイズされているコーデック（Advertised Codecs）] ボックスにあるコーデックが 1 つだけの

場合、Connection SRSV はそのオーディオ形式でメディア ストリームを送信します。電話システムが

このオーディオ形式を使用していない場合、電話システムはメディア ストリームを変換します。

[ アドバタイズされているコーデック（Advertised Codecs）] ボックスに複数のコーデックがある場合、

Connection SRSV はリストの先頭のコーデックを設定としてアドバタイズしますが、電話システムが

リストから選択したオーディオ形式でメディア ストリームを送信します。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 6 （SCCP を除くすべての連動）アドバタイズされているコーデックで使用するパケットのサイズを変更

する場合は、[ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページにある [アドバタイズされて

いるコーデックの設定（Advertised Codec Settings）] で、各コーデックに対して必要なパケット設定

を選択し、[保存（Save）] を選択します。

ステップ 7 [次へ（Next）] を選択します。

ステップ 8 メディア ストリームのオーディオ形式を変更する電話システム連動に属す、残りすべてのポート グ
ループに対して、ステップ 3 からステップ 7 を繰り返します。

セカンダリ Cisco Unified Communications Manager サーバの追加

Cisco Unified Communications Manager の連動で、1 台だけの Cisco Unified CM サーバと連動を作成

する場合は、[関連リンク（Related Links）] が役立ちます。クラスタ内のセカンダリ Cisco 
Unified CM サーバは、連動を作成した後で追加する必要があります。

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） は、セカンダリ Cisco Unified CM 
サーバをサポートしていません。

セカンダリ Cisco Unified Communications Manager サーバの追加方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。

ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページで、セカンダリ Cisco Unified CM サーバを追

加するポート グループの表示名を選択します。

ステップ 3 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページの [編集（Edit）] メニューで、[サーバ

（Servers）] を選択します。

ステップ 4 [サーバの編集（Edit Servers）] ページの [Cisco Unified Communications Manager サーバ（Cisco 
Unified Communications Manager Servers）] で、[追加（Add）] を選択します。

ステップ 5 セカンダリ Cisco Unified CM サーバの設定を入力し、[保存（Save）] を選択します。

ステップ 6 追加する残りのすべての Cisco Unified CM について、ステップ 4 およびステップ 5 を繰り返します。
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Cisco Unity Connection SRSV のポート グループの管理
（注） [Ping] を選択すると、Cisco Unified CM サーバの IP アドレス（またはホスト名）を確認できます。

Cisco Unified Communications Manager サーバの削除

Cisco Unified Communications Manager サーバが電話システムの連動で使用されなくなった場合に、

そのサーバを削除することができます。

Cisco Unified CM サーバを別のポート グループに移動する場合は、元のポート グループから対象の 
Cisco Unified CM サーバを削除して、別のポート グループに追加する必要があります。

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） は、Cisco Unified CM サーバの削

除をサポートしていません。

Cisco Unified Communications Manager サーバを削除する方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。

ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページで、Cisco Unified CM サーバを削除するポー

ト グループの表示名を選択します。

ステップ 3 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページの [編集（Edit）] メニューで、[サーバ

（Servers）] を選択します。

ステップ 4 [サーバの編集（Edit Servers）] ページの [Cisco Unified Communications Manager サーバ（Cisco 
Unified Communications Manager Servers）] で、削除する Cisco Unified CM サーバの横にあるチェッ

クボックスをオンにします。

ステップ 5 [選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。

ステップ 6 Cisco Unified CM サーバを削除するかどうかの確認メッセージが表示されたら、[OK] を選択します。

Cisco Unified Communications Manager サーバ設定の変更

Cisco Unified CM サーバを追加した後で、サーバの設定を変更することができます。

Cisco Unified Communications Manager サーバ設定を変更する方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。

ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページで、Cisco Unified CM サーバ設定を変更する

ポート グループの表示名を選択します。

ステップ 3 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページの [編集（Edit）] メニューで、[サーバ

（Servers）] を選択します。
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Cisco Unity Connection SRSV のポート グループの管理
ステップ 4 [サーバの編集（Edit Servers）] ページの [Cisco Unified Communications Manager サーバ（Cisco 
Unified Communications Manager Servers）] で、必要に応じて設定を変更して [保存（Save）] を選択

します。

（注） [Ping] を選択すると、Cisco Unified CM サーバの IP アドレス（またはホスト名）を確認できます。

TFTP サーバの追加

Cisco Unified Communications Manager の連動では、Cisco Unified CM クラスタが Connection SRSV 
ボイス メッセージング ポートの認証および暗号化を使用する場合に限り、TFTP サーバが必要です。

システムで Connection SRSV ボイス メッセージング ポートの認証および暗号化を使用する場合は、

Cisco Unified CM 電話システムを作成した後で TFTP サーバを追加する必要があります。

TFTP サーバの追加方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。

ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページで、TFTP サーバを追加するポート グループの

表示名を選択します。

ステップ 3 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページの [編集（Edit）] メニューで、[サーバ

（Servers）] を選択します。

ステップ 4 [サーバの編集（Edit Servers）] ページの [TFTP サーバ（SIP Servers）] で、[追加（Add）] を選択し

ます。

ステップ 5 TFTP サーバの設定を入力し、[保存（Save）] を選択します。

ステップ 6 追加する残りのすべての TFTP サーバについて、ステップ 4 およびステップ 5 を繰り返します。

（注） [Ping] を選択すると、TFTP サーバの IP アドレス（またはホスト名）を確認できます。

TFTP サーバの削除

TFTP サーバが電話システムの連動で使用されなくなった場合に、そのサーバを削除することができま

す。

Cisco Unified Communications Manager の連動では、Cisco Unified CM クラスタが Connection SRSV 
ボイス メッセージング ポートの認証および暗号化を使用する場合に限り、TFTP サーバが必要です。

TFTP サーバの削除方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。
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ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページで、TFTP サーバを削除するポート グループの

表示名を選択します。

ステップ 3 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページの [編集（Edit）] メニューで、[サーバ

（Servers）] を選択します。

ステップ 4 [サーバの編集（Edit Servers）] ページの [TFTP サーバ（TFTP Servers）] で、削除する TFTP サーバ

の横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。

ステップ 6 TFTP サーバを削除するかどうかの確認メッセージが表示されたら、[OK] を選択します。

TFTP サーバの設定変更

TFTP サーバを追加した後で、サーバの設定を変更することができます。

Cisco Unified Communications Manager の連動では、Cisco Unified CM クラスタが Connection SRSV 
ボイス メッセージング ポートの認証および暗号化を使用する場合に限り、TFTP サーバが必要です。

TFTP サーバ設定の変更方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。

ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページで、TFTP サーバの設定を変更するポート グ
ループの表示名を選択します。

ステップ 3 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページの [編集（Edit）] メニューで、[サーバ

（Servers）] を選択します。

ステップ 4 [サーバの編集（Edit Servers）] ページの [TFTP サーバ（SIP Servers）] で、必要に応じて設定を変更

して [保存（Save）] を選択します。

（注） [Ping] を選択すると、TFTP サーバの IP アドレス（またはホスト名）を確認できます。

SIP サーバの追加

SIP トランクを使用した Cisco Unified Communications Manager と電話システムの連動、または別の 
SIP サーバと電話システムの連動では、電話システムを作成した後に別の SIP サーバを追加できます。

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） は SIP サーバをサポートしていま

せん。

SIP サーバの追加方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。
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ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページで、SIP サーバを追加するポート グループの表

示名を選択します。

ステップ 3 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページの [編集（Edit）] メニューで、[サーバ

（Servers）] を選択します。

ステップ 4 [サーバの編集（Edit Servers）] ページで、[SIP サーバ（SIP Servers）] の下にある [追加（Add）] を
選択します。

ステップ 5 SIP サーバの設定を入力し、[保存（Save）] を選択します。

ステップ 6 追加する残りのすべての SIP サーバについて、ステップ 4 およびステップ 5 を繰り返します。

（注） [Ping] を選択すると、SIP サーバの IP アドレス（またはホスト名）を確認できます。

SIP サーバの削除

SIP トランクを使用した Cisco Unified Communications Manager と電話システムの連動、または SIP 
サーバと電話システムの連動では、ポート グループで SIP サーバが使用されなくなった場合に、その 
SIP サーバを削除できます。

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） は SIP サーバをサポートしていま

せん。

SIP サーバの削除方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。

ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページで、SIP サーバを削除するポート グループの表

示名を選択します。

ステップ 3 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページの [編集（Edit）] メニューで、[サーバ

（Servers）] を選択します。

ステップ 4 [サーバの編集（Edit Servers）] ページの [SIP サーバ（SIP サーバ）] で、削除する SIP サーバの横に

あるチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。

ステップ 6 SIP サーバを削除するかどうかの確認メッセージが表示されたら、[OK] を選択します。

SIP サーバの設定変更

SIP トランクを使用した Cisco Unified Communications Manager と電話システムの連動、または別の 
SIP サーバと電話システムの連動では、SIP サーバを追加した後に SIP サーバの設定を変更できます。
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（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） は SIP サーバをサポートしていま

せん。

SIP サーバの設定の変更方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。

ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページで、SIP サーバの設定を変更するポート グルー

プの表示名を選択します。

ステップ 3 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページの [編集（Edit）] メニューで、[サーバ

（Servers）] を選択します。

ステップ 4 [サーバの編集（Edit Servers）] ページの [SIP サーバ（SIP Servers）] で、必要に応じて設定を変更し

て [保存（Save）] を選択します。

（注） [Ping] を選択すると、SIP サーバの IP アドレス（またはホスト名）を確認できます。

ポート グループの詳細設定の変更

ポート グループの詳細設定では、遅延や MWI の使用方法など、使用頻度の低い設定を制御します。

ポート グループの詳細設定は、デフォルト値のままにしておくことを推奨します。

ポート グループの詳細設定を変更する方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。

ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページで、詳細設定を変更するポート グループの表

示名を選択します。

ステップ 3 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページで、[編集（Edit）] メニューから [詳細設定

（Advanced Settings）] を選択します。

ステップ 4 [詳細設定の編集（Edit Advanced Settings）] ページの [ポート グループの詳細設定（Port Group 
Advanced Settings）] で、必要に応じて設定を変更して [保存（Save）] を選択します。

正規化の有効化または無効化

正規化は、メッセージを録音するための自動ボリューム調整を制御します。正規化は有効にしておくこ

とを推奨します。また、[システム設定（System Settings）] > [全般設定（General Configuration）] 
ページの [録音およびメッセージのターゲット デシベル レベル（Target Decibel Level for Recordings 
and Messages）] フィールドの値は変更しないでください。
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正規化を有効化または無効化する方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート グループ（Port Group）] を選択します。

ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページで、詳細設定を変更するポート グループの表

示名を選択します。

ステップ 3 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページで、[編集（Edit）] メニューから [詳細設定

（Advanced Settings）] を選択します。

ステップ 4 [詳細設定の編集（Edit Advanced Settings）] ページの [録音およびメッセージのノーマライズ（音量

均一化）（Audio Normalization for Recordings and Messages）] で、必要に応じて設定を変更して [保
存（Save）] を選択します。

Cisco Unity Connection SRSV のポートの管理
ボイス メッセージング ポートを使用すると、Cisco Unity Connection SRSV で（メッセージを録音す

るなどで）コールを着信したり、Connection SRSV で（メッセージ通知の送信や MWI の設定などの

ために）コールを発信することができます。

ボイス メッセージング ポートは、それぞれ 1 つのポート グループだけに属します。ポート グループが

複数ある場合、各グループは固有のボイス メッセージング ポートを持っています。すべてのポート グ
ループに属しているボイス メッセージング ポートの合計数は、Connection SRSV のライセンス ファイ

ルで有効になっているボイス メッセージング ポートの最大数を超えることはできません。

次の項を参照してください。

• 「ポートの追加」（P.16-12）

• 「ポートの削除」（P.16-13）

• 「ポート設定の変更」（P.16-13）

• 「ポート証明書の表示」（P.16-15）

ポートの追加

ボイス メッセージング ポートは、Cisco Unity Connection SRSV と電話システムと間のコールに接続

を提供します。電話システムを作成した後で、ボイス メッセージング ポートを追加できます。追加す

るボイス メッセージング ポートの数は、Connection SRSV のライセンス ファイルで有効になっている

ボイス メッセージング ポートの最大数を超えないようにする必要があります。

Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） のみ：ポートを追加するには、

ポート グループに属していない既存のボイス メッセージング ポートが、Cisco Unified CM 
Administration に存在している必要があります。

新しいポートの追加方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート（Port）] を選択します。

ステップ 2 [ポートの検索（Search Ports）] ページの [ポートの検索結果（Port Search Results）] で、[新規追加

（Add New）] を選択します。
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ステップ 3 [ポートの新規作成（New Port）] ページで該当する設定を入力し、[保存（Save）] を選択します。

注意 コールへの応答用に設定したポート数と、発信用に設定したポート数が適切であることを確

認します。ポートの数が適切でない場合は、連動が正常に機能しないことがあります。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guid
es_list.html から入手可能な該当するCisco Unity Connection 連動ガイドの「Planning How 
the Voice Messaging Ports Will Be Used by Cisco Unity Connection」の項を参照してくださ

い。

ステップ 4 Connection SRSV の管理の [関連リンク（Related Links）] リストで [テレフォニーの設定の確認

（Check Telephony Configuration）] を選択し、[移動（Go）] を選択して電話システムの連動の設定を

確認します。

ステップ 5 テストが正常に終了しなかった場合は、[タスクの実行結果（Task Execution Results）] リストに、ト

ラブルシューティングの手順を示したメッセージが 1 つ以上示されます。問題を修正してから、設定を

もう一度確認してください。

ポートの削除

ボイス メッセージング ポートは、Connection SRSV と電話システムと間のコールに接続を提供しま

す。

ポートの削除方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート（Port）] を選択します。

ステップ 2 [ポートの検索（Search Ports）] ページの [ポートの検索結果（Port Search Results）] で、削除するボ

イス メッセージング ポートの横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。

ステップ 4 必要に応じて、ポート グループ内の残りのボイス メッセージング ポートで設定を変更し、コールへの

応答のために設定されているボイス メッセージング ポートの数と、発信のために設定されているボイ

ス メッセージング ポートの数が適切になるようにします。

ポート設定の変更

ボイス メッセージング ポートは、Connection SRSV と電話システムと間のコールに接続を提供しま

す。電話システムの連動を作成した後で、ボイス メッセージング ポートの設定を変更できます。

ポートの設定を変更する方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート（Port）] を選択します。

ステップ 2 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページで、設定を変更するボイス メッセージング 
ポートの表示名を選択します。
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ステップ 3 [ポートの基本設定（Port Basics）] ページで必要に応じて設定を入力し、[保存（Save）] を選択しま

す。

電話システムの連動に応じて、表 16-1 の一部またはすべてのフィールドが表示されます。

表 16-1 [ポートの基本設定（Port Basics）] ページの設定

フィールド 説明

有効（Enabled） ポートを有効にするには、このチェックボックスをオンにします。ポートは通常の動作中に

有効になります。

ポートを無効にするには、このチェックボックスをオフにします。ポートが無効になってい

る場合にポートを呼び出すと、呼び出し音は鳴りますが、応答はありません。通常、ポート

は、テスト中インストーラによってだけ無効になります。

サーバ名（Server Name） （Connection SRSV 冗長構成のみ）このポートを処理する Connection SRSV サーバの名前を

選択します。

等しい数の応答ボイス メッセージ ポートと発信ボイス メッセージ ポートを Connection 
SRSV サーバに割り当てて、これらのポートがボイス メッセージ トラフィックを等しく共有

するようにします。

内線番号（Extension） 電話システムで割り当てられているように、ポートに対する内線番号を入力します。

コールに応答する（Answer 
Calls）

ポートを通話への応答用に指定するには、このチェックボックスをオンにします。これらの

コールは、外部発信者またはユーザからの着信です。

メッセージ通知を実行する

（Perform Message 
Notification）

ポートをユーザに対するメッセージ通知用に指定するには、このチェックボックスをオンに

します。稼働率が最も低いポートに [ メッセージ通知を実行する（Perform Message 
Notification）] を割り当てます。

MWI 要求を送信する

（Send MWI Requests）

（シリアル連動では不使用）

ポートでの MWI のオン / オフを指定するには、このチェックボックスをオンにします。稼働

率が最も低いポートに [MWI 要求を送信する（Send MWI Requests）] を割り当てます。

シリアル連動では、このチェックボックスをオフにします。ポートの数が適切でない場合は、

連動が正常に機能しないことがあります。

TRAP 接続を許可する

（Allow TRAP Connections）
このチェックボックスをオンにすると、ユーザは Connection SRSV の Web アプリケーショ

ンで電話から録音または再生用のポートを使用できます。稼働率が最も低いポートに [TRAP 
接続を許可する（Allow TRAP Connections）] を割り当てます。

発信ハント順（Outgoing 
Hunt Order）

（SIP 連動では使用不可）

Connection SRSV が発信のときに使用するポートの優先順位を指定します（[ メッセージ通

知を実行する（Perform Message Notification）]、[MWI 要求を送信（Send MWI Requests）
]、または [TRAP 接続を許可する（Allow TRAP Connections）] のチェックボックスをオン

にした場合など）。値の最も大きいポートが最初に使用されます。ただし、複数のポートで [
発信ハント オーダー（Outgoing Hunt Order）] の値が同じになっている場合、Connection 
SRSV は最も長い時間アイドル状態になっているポートを使用します。
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ステップ 4 これ以上、設定を変更するボイス メッセージング ポートない場合は、ステップ 6 に進みます。変更す

るものがある場合は、[次へ（Next）] を選択します。

ステップ 5 設定を変更する残りすべてのボイス メッセージング ポートについて、ステップ 3 およびステップ 4 を
繰り返します。

ステップ 6 [ポート（Port）] メニューで [ポートの検索（Search Ports）] を選択します。

ステップ 7 [ポートの検索（Search Ports）] ページで、コールへの応答用に設定したボイス メッセージング ポー

トと、発信用に設定したボイス メッセージング ポートの数が適切であることを確認します。必要な場

合は、コールへの応答用に設定したボイス メッセージング ポートと、発信用に設定したボイス メッ

セージング ポートの数を調整します。

ポート証明書の表示

ボイス メッセージング ポートに対するポート証明書は、Cisco Unified Communications Manager 4.1 
以降との SCCP の連動だけで使用され、Connection SRSV ボイス メッセージング ポートの認証に必要

です。ポート証明書を表示すると、認証および暗号化に関する問題のトラブルシューティングに役立ち

ます。

ポート証明書を表示する方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポート（Port）] を選択します。

ステップ 2 [ポートの検索（Search Ports）] ページで、デバイス証明書を表示するボイス メッセージング ポート

の表示名を選択します。

ステップ 3 [ポートの基本設定（Port Basics）] ページで、[証明書の表示（View Certificate）] を選択します。

ステップ 4 [ポート証明書の表示（View Port Certificate）] ウィンドウに、ポートのデバイス証明書に含まれた情

報が表示されます。

セキュリティ モード

（Security Mode）

（Cisco Unified CM SCCP 連
動のみで使用可能）

該当するセキュリティ モードを選択します。

• [ 非セキュア（Non-secure）]：コールシグナリング メッセージがクリア（暗号化されて

いない）テキストとして送信され、認証された TLS ポートではなく、非認証ポートを使

用して Cisco Unified Communications Manager に接続されるため、コールシグナリング 
メッセージの完全性とプライバシーは保証されません。また、メディア ストリームも暗

号化されません。

• [ 認証（Authenticated）]：コールシグナリング メッセージは、認証された TLS ポートを

使用して Cisco Unified CM に接続されるため、完全性が保証されます。ただし、クリア

（暗号化されていない）テキストで送信されるため、コールシグナリング メッセージのプ

ライバシーは保証されません。また、メディア ストリームも暗号化されません。

• [ 暗号化（Encrypted）]：コールシグナリング メッセージは、認証された TLS ポートを

使用して Cisco Unified CM に接続され、暗号化されるため、完全性とプライバシーが保

証されます。また、メディア ストリームも暗号化されます。

表 16-1 [ポートの基本設定（Port Basics）] ページの設定 （続き）

フィールド 説明
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Cisco Unity Connection SRSV のセキュリティ（Cisco Unified Communications Manager の連動のみ）
Cisco Unity Connection SRSV のセキュリティ（Cisco 
Unified Communications Manager の連動のみ）

Connection SRSV ボイス メッセージング ポートに対して Cisco Unified Communications Manager の
認証と暗号化が設定されている場合は、証明書とセキュリティ プロファイルを管理できます。

次の項を参照してください。

• 「Cisco Unity Connection SRSV ルート証明書の表示」（P.16-16）

• 「Cisco Unity Connection SRSV ルート証明書のファイルとしての保存」（P.16-16）

• 「SIP 証明書の追加（Cisco Unified Communications Manager SIP トランクの連動のみ）」

（P.16-17）

• 「SIP 証明書の削除（Cisco Unified Communications Manager SIP トランクの連動のみ）」

（P.16-18）

• 「SIP 証明書の変更（Cisco Unified Communications Manager SIP トランクの連動のみ）」

（P.16-18）

• 「SIP セキュリティ プロファイルの追加（Cisco Unified Communications Manager SIP トランクの

連動のみ）」（P.16-19）

• 「SIP セキュリティ プロファイルの削除（Cisco Unified Communications Manager SIP トランクの

連動のみ）」（P.16-19）

• 「SIP セキュリティ プロファイルの変更（Cisco Unified Communications Manager SIP トランクの

連動のみ）」（P.16-19）

Cisco Unity Connection SRSV ルート証明書の表示

ルート証明書は、Cisco Unified Communications Manager 4.1 以降との SCCP 連動、およびCisco 
Unified CM 7.0 以降との SIP トランク連動で使用され、Connection SRSV ボイス メッセージング ポー

トの認証で必要になります。ルート証明書を表示すると、認証および暗号化に関する問題のトラブル

シューティングに役立ちます。

Cisco Unity Connection SRSV ルート証明書を表示する方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [セキュリ

ティ（Security）] を展開し、[ルート証明書（Root Certificate）] を選択します。

ステップ 2 [ルート証明書の表示（View Root Certificate）] ページに、ルート証明書に含まれてた情報が表示され

ます。

Cisco Unity Connection SRSV ルート証明書のファイルとしての保存

ルート証明書は、Cisco Unified CM 4.1 以降との SCCP 連動、およびCisco Unified CM 7.0 以降との 
SIP トランク連動で使用され、Connection SRSV ボイス メッセージング ポートの認証で必要になりま

す。
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Cisco Unity Connection SRSV のセキュリティ（Cisco Unified Communications Manager の連動のみ）
Cisco Unity Connection SRSV ルート証明書をファイルとして保存する方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [セキュリ

ティ（Security）] を展開し、[ルート証明書（Root Certificate）] を選択します。

ステップ 2 [ルート証明書の表示（View Root Certificate）] ページで、[右クリックして証明書をファイルとして

保存（Right-Click to Save the Certificate as a File）] のリンク部分を右クリックして、[名前を付けて

保存（Save Target As）] を選択します。

ステップ 3 [名前を付けて保存（Save As）] ダイアログボックスで、Connection SRSV ルート証明書をファイルと

して保存する場所を参照します。

ステップ 4 [ファイル名（File Name）] フィールドで、ファイル名の拡張子が、Cisco Unified CM のバージョンに

応じて正しいものになっていることを確認します。

• Cisco Unified CM 5.x 以降では、拡張子が .htm ではなく、.pem になっていることを確認します。

• Cisco Unified CM 4.x では、拡張子は .htm ではなく、.0 にする必要があります。

注意 証明書をファイルとして保存するには、正しい拡張子を使用する必要があります。拡張子が

正しくない場合、Cisco Unified CM は証明書を認識しません。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 6 [ダウンロードの完了（Download Complete）] ダイアログボックスで、[閉じる（Close）] を選択しま

す。

ステップ 7 これで、Connection SRSV ルート証明書ファイルを、この Cisco Unified CM 電話システム連動のすべ

ての Cisco Unified CM サーバにコピーできる状態になりました。手順については、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guides_list.ht
ml にある、該当する Cisco Unified CM インテグレーション ガイドを参照してください。

SIP 証明書の追加（Cisco Unified Communications Manager SIP トラ
ンクの連動のみ）

SIP 証明書は、Cisco Unified CM 7.0 以降の SIP トランク連動だけで使用され、Connection SRSV ボ
イス メッセージング ポートの認証で必要になります。

SIP 証明書の追加方法（Cisco Unified Communications Manager SIP トランクの連動のみ）

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [セキュリ

ティ（Security）] を展開し、[SIP 証明書（SIP Certificate）] を選択します。

ステップ 2 [SIP 証明書の検索（Search SIP Certificates）] ページで、[新規追加（Add New）] を選択します。

ステップ 3 [SIP 証明書の新規作成（New SIP Certificate）] ページの [表示名（Display Name）] フィールドに、

SIP 証明書の表示名を入力します。

ステップ 4 [件名（Subject Name）] フィールドに、Cisco Unified CM の管理の SIP トランクに対する SIP セキュ

リティ プロファイルの X.509 の件名と一致する件名を入力します。
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第 16 章 Cisco Unity Connection SRSV の電話システム連動の管理

Cisco Unity Connection SRSV のセキュリティ（Cisco Unified Communications Manager の連動のみ）
注意 この件名は、Cisco Unified CM で使用される SIP セキュリティ プロファイルの X.509 の件

名と一致している必要があります。一致していない場合、Cisco Unified CM の認証および暗

号化は失敗します。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

SIP 証明書の削除（Cisco Unified Communications Manager SIP トラ
ンクの連動のみ）

Cisco Unified CM サーバが Cisco Unity Connection ボイス メッセージング ポートの認証に対して設定

されていない場合は、SIP 証明書を削除できます。

SIP 証明書の削除方法（Cisco Unified Communications Manager SIP トランクの連動のみ）

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [セキュリ

ティ（Security）] を展開し、[SIP 証明書（SIP Certificate）] を選択します。

ステップ 2 [SIP 証明書の検索（Search SIP Certificates）] ページで、削除する SIP 証明書の表示名の横にある

チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。

ステップ 4 SIP 証明書を削除するかどうかの確認メッセージが表示されたら、[OK] を選択します。

SIP 証明書の変更（Cisco Unified Communications Manager SIP トラ
ンクの連動のみ）

SIP 証明書を作成した後で、変更することができます。

SIP 証明書の変更方法（Cisco Unified Communications Manager SIP トランクの連動のみ）

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [セキュリ

ティ（Security）] を展開し、[SIP 証明書（SIP Certificate）] を選択します。

ステップ 2 [SIP 証明書の検索（Search SIP Certificates）] ページで、変更する SIP 証明書の名前を選択します。

ステップ 3 [SIP 証明書の編集（Edit SIP Certificate）] ページで必要に応じて設定を入力し、[保存（Save）] を選

択します。
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Cisco Unity Connection SRSV のセキュリティ（Cisco Unified Communications Manager の連動のみ）
SIP セキュリティ プロファイルの追加（Cisco Unified 
Communications Manager SIP トランクの連動のみ）

SIP セキュリティ プロファイルは、Cisco Unified CM 7.0 以降との SIP トランク連動だけで使用され、

Connection SRSV ボイス メッセージング ポートの認証で必要になります。

SIP セキュリティ プロファイルの追加方法（Cisco Unified Communications Manager SIP トラ
ンクの連動のみ）

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [セキュリ

ティ（Security）] を展開し、[SIP セキュリティ プロファイル（SIP Security Profile）] を選択します。

ステップ 2 [SIP セキュリティ プロファイルの検索（Search SIP Security Profiles）] ページで、[新規追加（Add 
New）] を選択します。

ステップ 3 [SIP セキュリティ プロファイルの新規作成（New SIP Security Profile）] ページの [ポート（Port）] 
フィールドに、Cisco Unified CM サーバがボイス メッセージング ポートの SIP トランク認証および暗

号化で使用するポートを入力します。

ステップ 4 コール シグナリング メッセージを暗号化するには、[TLS を実行（Do TLS）] チェックボックスをオ

ンにします。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

SIP セキュリティ プロファイルの削除（Cisco Unified 
Communications Manager SIP トランクの連動のみ）

Cisco Unified CM サーバが Connection SRSV ボイス メッセージング ポートの認証に対して設定され

なくなった場合は、SIP セキュリティ プロファイルを削除できます。

SIP セキュリティ プロファイルの削除方法（Cisco Unified Communications Manager SIP トラ
ンクの連動のみ）

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [セキュリ

ティ（Security）] を展開し、[SIP セキュリティ プロファイル（SIP Security Profile）] を選択します。

ステップ 2 [SIP セキュリティ プロファイルの検索（Search SIP Security Profiles）] ページで、削除する SIP セ
キュリティ プロファイルの表示名の横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。

ステップ 4 SIP セキュリティ プロファイルを削除するかどうかの確認メッセージが表示されたら、[OK] を選択し

ます。

SIP セキュリティ プロファイルの変更（Cisco Unified 
Communications Manager SIP トランクの連動のみ）

SIP セキュリティ プロファイルを作成した後で、変更することができます。
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Cisco Unity Connection SRSV のセキュリティ（Cisco Unified Communications Manager の連動のみ）
SIP セキュリティ プロファイルの変更方法（Cisco Unified Communications Manager SIP トラ
ンクの連動のみ）

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV の管理で [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [セキュリ

ティ（Security）] を展開し、[SIP セキュリティ プロファイル（SIP Security Profile）] を選択します。

ステップ 2 [SIP 証明書の検索（Search SIP Certificates）] ページで、変更する SIP セキュリティ プロファイルの

名前を選択します。

ステップ 3 [SIP セキュリティ プロファイルの編集（Edit SIP Security Profile）] ページで必要に応じて設定を入力

し、[保存（Save）] を選択します。
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